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な
ら
な
い
。
と
れ
は
ピ
レ
ン
ヌ
說
の
、議

の

r

つ
.で
あ
る
が
、
し
か
し 

こ
の
こ
と
は
、
西
方
と
東
方
と
の
注
活
、
•統
治
、
文
化
を
親
し
て
初
め•

て
メ
ロ
グ
ィ
ン
グ
朝
が
豪
を■

づ
け
た
論
微
さ
せ
た
か
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明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
る'0
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ガ
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ア
の
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朝
は
す
べ
.
'て.の
離
で
尊
带
的-で
あ
'.

つ
た
。
こ
の
と
と
は
表
而
的
に
ビ
ザ
ン
ッ
の
政
體
と
類
似
し
て
い
る
よ
ぅ

に
•見
せ
か
け
る
が
、¥

い

邋

が
t

l

i
奪

軍

制

、
行
诚
、

W3
法
、
國
家
統
治
の
理
念
や
性
毅
寸
を
檢
討
す
れ
•ば
直
ち
に
明
ら
か
に
な

る
。
ビ
レ
ソ
ヌ
，は
ゲ
ル
マ
シ
國
家
は
來
羅
鳩
帝
國
と
同
じ
三
つ
の
特
徴
、

■
つ
ま
り̂

鄭
制
的
で
あ
る
こ
と
•ヽ
㈡
li
f
e
俗
的
で
あ
る
こ
と
、
闫
統
治
傭
關

が
國
渾
ま
た
は
財
庫
で
あ
つ
た
と
の
ベ
て
い
る

が

、

.
と

れ

らの
特
徴
は
結

局
同
じ
こ
¥

あ
り
、■

一
人
に
よ
つ
て
統
治
さ
れ
た
國
家
は
大
抵
#
制

的
、
世
俗
的
、
財
靡
に.依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
點
だ
け
で
ビ
/

ザ
ゾ
.ッ
と
ゲ
ル
マ
ン
國
家
と©-
-
一
致
を
證
阴
.す
る
と
と
は
で
き
な
い
。
最

後
に
羅
馬
人
は
何
故
來
方
に
帝
國
を
保
持
し
西
方
を
デ
.ル
マ
ソ
人
に

委
ね

た
か
が
間
題
に
な.る
。
勿
論
コ
ン
'ス
タ
ン
チ
ノV
フ
ル
の
地
理
的
環
境
も

考
傲
さ
れ>0

が
、
S
要
な
で
と
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.ロ
ヴ
イ
.ン
グ
朝
の
失
漱
と
ビ
ザ
ソ
ッ

の
對
の
優
位
が
こ
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を
诃
能
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
と
の
，

と
と
は
ア
ラ
ブ
人
の
征
服
の
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格
を
通
し
て
み
る
と
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に
な
る
。
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メ
ロ
ヴ
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ガ
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の
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の
眞
の
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手
と
そ
の
内
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は
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で
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ら
か
に
し
た
よ
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に
ピ
レン
ヌ
の
テ
ー
ゼ
•に
全
く
^

反
し
、
當
時
.の
政

:治
歡
會
愦
勢
は
確
實
に
そ
れ
を
裏
付
け
て
ぃ
る
。
こ
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對
す
る
ピ
レ
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■
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四
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ヌ
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戰
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先
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と
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ヌ
は
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で
も
行
過
ぎ
を
や
つ
たo
欢
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の
崔
金
ぼ
ぞ
れ
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ど
多
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な
か
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し
仿
太
利
の
金
貨
と
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と
質
^-
惡
が
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*
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^
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が
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つ
て
い
る
ょ
ぅ
に.ガ
リ
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に
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シ
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の
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則
が
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し
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>

〕
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■

も
考
え
ら
れ
る
が
ヽ
然
し
金
が
金
く
消
央
太
わ
け
.
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な
い
。
：だ
が
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1
プ
シ
ュ
の
上
ぅ
に
金
銀
複
本
位
制
を
制
定
す
备
ほ
ど
士
分
な
金
は
な
か 

つ
•た
。
ま
た
ピ
レ
ン
ヌ
に
と
つ
て
，の
自
明
な
原
理
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鈒
單
本
位
制
が
實h 

物
經
濟
に
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と
い
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前
提̂'
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で
な
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ル
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に
な
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と
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原
理
.は
史
賓
に
民
す
る
。
ゝ
 

.

.以
上
要
す
る
に
ア
ラ'、！̂
人

が

七

ゃ

八

^

^

に
西
方
の
商
業
に
對
し
て
地 

.ー；...
中
.海

を

閉

そ

ぅ

と

望

：ん

.だ
0:
-
、.，*
實

上

と^-
.を
閉
し
た.り
.
し

ネ

證

據

は

、 

.-
何
も
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闾
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徒
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て
■
瓚
敎
徒
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り
も
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と
寬
大
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殘
忍
な
西
方
の
ゲ
ル
マ
ツ
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發
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す
る
能
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も
な
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し
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々
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文
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を
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す
る
能
カ
も
有
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な
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反
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さ
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交
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な

要
素
ど
邱
度
的
要
素
の
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く
侵
透
乙
た
ぺ
ル
シ
ャ
文
化
と
に
深
く
基
礎
を
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い
て
い
た
。
西
歐
の
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昱
-
—
所
謂
中
悔
は
、
國
两
的
な
原
因
及
び
社
會
政
治
的
制
度
と
結
ん
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■隞
因
の
複
合
に
因
っ
て一ぃ
た
の
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り
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ロ
ス
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ケ
ダ̂
フ
が
後
期
羅
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い
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述
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た
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に
こ
れ
ら
の
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原
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っ
の
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的
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の
問
題
を
取
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上
げ
た
論
作
を
、
多
く
觅
か
け
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た

0

そ
れ
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後
の
ア
ジ
ア
政
馏
に
對
す
る
反
辑
と
押
檢
討
を
拖
盤
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
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ヵ
ヽ
现

.
M的
な
要

^

か
、
こ
れ
を
促
し
た
と
も
解
さ
れ
る
。

論
者
の
視
點
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
怊
久
的

M
地
か
ら
見
て
、
ア
ジ
ア
に 

お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
一
の
货
現
が
、
相
常
の
困
難
を
合
む
も
の
で
あ
り
、

K
.
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漸
逆
的
プ
口
セ
ス
を
必
耍
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
考
は
、
大
體

m
を
一
に
し 

て
い
る
ょ
ぅ
だ
。
と
こ
ろ
が
ア
ジ
ア
の
现
饨
は
、
急
速
な
近
代
化
を
耍
求
し
て 

を
り
、
こ
れ
に
應
ず
る

「

時」

を
誤
ま
て
ば
、
そ
こ
に
は
令
體
虫
義
へ
の
途
が 

開
か
れ
る
も
の
と
释
小

||
さ
れ
る
。

こ
の
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、
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H本
の
過
去
に
お
け
る
近
代
化
の
鸫
過
が
、
ア
ジ
ア
に
お 

け
る

1

っ
の
典
型
例
と
し
て
考
察
の
對
象
と
な
る
。
そ
し
て
^
て
の

H
木
で
す 

ら
、
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化
の
給
狄
が
阢
银
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

h

い
後
迎
的
な
ア
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諸
國
に
お
い
て
、
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か
に
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
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ろ
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狀
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て
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◊
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す
る
最
大
の
阻
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は
、
多
分
に
感
愦
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
で
あ
る
と
い
、われ
る
。
そ
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で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

饨
現
を

i
K

々
す
る
前
に
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ず
こ
の
戰
後
の
ナ
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ズ
ム
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本
質
と
赏
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を
究
明
し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

個
に
こ
れ
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で
の
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

「
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o

二
ア
ル
•ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
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一
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以
て
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徴
づ
け
ら
れ
る
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